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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事。

＜連絡事項＞

・個人情報管理委員会より

スタッフ、患者様、ご家族様対象に個人情報保護に関するアンケート調査を実施していきます。

　期間：11月1日～11月20日となります。各自記入し、所定の封筒へ入れて下さい。（冷蔵庫脇）

　ご家族へは、面会時確認し、専用の箱へ入れて下さい。患者様へは、ナイトプログラムを利用

し実施予定です。　

当たり前の家族からの心配のない病院であるための取り組みへ向けての過程です。

・リハビリテーションプログラム担当より

　個人記録の総括を11/5（火）までに入力お願いします。

＜内科診察＞

・三上　勇様・上村　みわ様・木村　梅子様・小笠原　禮子様の４名診察を行っています。

＜要注目患者様＞
・大釜　万知様～昨日より、コーヒー自己管理となっています。現在は、飲みすぎる事はあり

　　　　　　　　ません。コップを持ち歩いている様子も目立ちません。

自己管理になった事で飲水回数が増える可能性があり、多飲傾向の方なので普段の生活の中で調整できているか、体重変動はないか等観察していきましょう。独語や奇異行動は、時折見られていますが、過度となる事なく、他者トラブルもありません。今後、青山荘への退院をすすめていく上で施設スタッフ・他者（通所者・入所者）が客観的にどう捉えるのか、ご家族として奇異行動はなくなってほしいと話しているが、環境の変化に伴って奇異行動が増える事も考えられる為、見極めながらすすめていきます。

＜安ヶ平Drケースカンファ＞

・十日市　利喜様～診察時、主治医より、血糖値が低いのでお菓子を食べるよう説明を受けています。又、排便コントロールの為、シンラック液２本処方となっています。

・上村　みわ様～時々作業療法やリハビリテーションプログラムの拒否見られていますが、本日は、拒否なく移動し参加出来ています。引き続き、作業・プログラムへの参加状況、幻聴・妄想に関する訴えや行動の有無等精神症状の観察していきましょう。

・赤坂　順市様～２回/日買い物へ出掛けられていますが、休憩所で購入した物を食べているのを

　　　　　　　　スタッフへ見られ、介入しています。体重98.0Kgで単独外出をしている為、管理までは出来ないが、カロリーを気にしているようで作業療法では食事関係の本を読んでいる事があるので、部分的にセーブをかけ本人なりに調整していけるように指導していきましょう。

・平　勝利様～本日の買い物時、バナナを大量購入しようとしたり、普段は購入しないパンを「いつも買ってる。」と購入しようとし、スタッフ介入に不機嫌になる事あり。日用品を選んでいる間に忘れてしまい、梅干しを購入されています。10/26（土）深夜帯にパンが５～６個入った袋を持ってホールに来られ、一気に摂取されている事も見られており、購入履歴もないので、他者との物のやりとりに注意し、以前の生活リズムとは違っている為、体調や嗜好の変化に注意しながら、いつもの生活リズムに戻れるよう関わっていきましょう。引き続き、精神症状の観察していきましょう。

　　　診察→上記内容情報提供しています。主治医より、食べすぎないようにと説明を受けて

います。

・滝田　英人様～本日、作業療法への移動の声掛けに「胸がさあ…。」と不調を訴えられています。

　　　　　　　　血圧・脈拍測定するが安定していますが、布団から出ようとされずにいます。

　　　　　　　　作業療法は欠席とし、自床で休まれています。昼食より戻られる際に本人へ

　　　　　　　　体調確認すると「11：20には良くなった。」と話しています。午後のプログラ

ムへは不調の訴えなく参加出来ています。

・小笠原　禮子様～本日もトイレ篭りが目立っており、昼食を摂る際もトイレ篭りが見られ、時間ずらして摂取されています。食事摂取量に変化なく経過しています。足の浮腫が持続している為、内科診察しています。８月の心電図や９月３０日の血検データでの電解質の値にも異常なく、バイタルも異常なく浮腫の程度もそれ程ではない為、経過観察としています。タバコはやめるよう説明受けていますが聞き入れようとはせず、「３本しか吸ってない。」と話しています。引き続き、食事の摂取状況と補食の促し、足の浮腫の状態変化、トイレ篭りに注意し観察していきましょう。療養環境については、現状を見極めながら、東病棟移動も併せて評価を実施していきます。

　　　　　　　　　　ＧＡＦ（機能の全体的評定尺度）について、主治医へ現状の全体レベル・

活動の様子などについて確認しています。

　　　　　　　　　　現在は、GAF　20点

　　　　　　　　　　→精神症状としての重症度に変化はないが、機能レベルとして、活動性の低下、身の回りの事に介助を必要とするレベルが高まっている為、

本日よりGAF『18点』に変更となっています。

・元沢　政治様～本日の買い物で、ファミリーパックの袋菓子を大量にカゴに詰め込んでいる事あり、スタッフ介入にも不機嫌さ見られています。同じ種類の菓子を何個かカゴへ入れており、どちらかにするよう声掛けに応じる事出来ています。購入量に注意していきましょう。

＜疎遠家族について（面会状況確認）

・疎遠傾向な患者様→十日市　利喜様（身内がいない訳ではないけれど遠のいている。）

　　　　　　　　　　三上　勇様

　　　　　　　　　　中野渡　鉄男（身内がいない訳ではないけれど遠のいている。）

